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ご
挨
拶

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会

　
　
会
長
　
宇
野 

松
人

　

平
成
二
十
八
年
の
春
分
の
季
節
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
は

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
消
防
機
関
や
各
団
体

の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
協
会
の
事
業
運
営
に
対
し
格

別
の
ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
あ
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
５
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
防
災
意
識
は
着
実

に
向
上
し
、
防
災
・
減
災
対
策
も
格
段
に
強
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
全
国
の
災
害
状
況
を
顧
み
ま
す
と
、
台
風
、

地
震
、
火
山
の
噴
火
等
に
よ
る
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生

し
、
特
に
栃
木
県
・
茨
城
県
で
は
、
台
風
に
よ
る
記
録
的
豪
雨

で
河
川
が
決
壊
す
る
等
、
多
数
の
命
と
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

幸
い
鳥
取
県
の
西
部
地
域
で
は
大
き
な
自
然
災
害
や
事
業
所

で
の
死
者
を
伴
う
大
規
模
な
火
災
・
事
故
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
普
及
啓
発
・
斡
旋
な
ど
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
活
動

を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
消
火
競
技

会
や
実
務
研
修
会
と
い
っ
た
協
会
員
主
体
の
事
業
に
取
り
組
む

他
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
に
お
け
る
試
験
対
策
、

新
入
社
員
防
災
研
修
会
な
ど
、
各
会
員
事
業
所
が
防
災
・
防
火

管
理
に
対
す
る
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
と
連
携
し

な
が
ら
、
火
災
・
事
故
の
な
い
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す

る
た
め
、
一
層
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

春の火災予防運動合同演習
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平
成
28
年
１
月
21
日（
木
）皆

生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
天
水
に

お
い
て
、中
田
米
子
市
議
会
副

議
長
様
、木
山
西
部
消
防
局
長

様
を
来
賓
に
迎
え
、新
年
役
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。役
員

会
で
は
、事
務
局
よ
り
事
業
執

行
状
況
及
び
予
算
の
執
行
状
況

に
つ
い
て
中
間
報
告
が
行
わ
れ

た
。ま
た
、中
止
と
な
り
ま
し
た

先
進
地
視
察
研
修
に
代
わ
る
、

実
務
研
修
会
の
開
催
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

５
月	

危
険
物
取
扱
者
試
験　

準
備
講
習
会

	

（
乙
４　

27
名
、丙　

５
名
参
加
）

	

甲
種
防
火
管
理　

新
規
講
習（
77
名
参
加
）

	

防
火
・
防
災
管
理　

再
講
習（
５
名
参
加
）

６
月	

鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会
及
び
安

全
大
会（
倉
吉
）

	

新
入
社
員
防
災
研
修
会（
１
６
８
名
参
加
）

	

定
期
総
会
、役
員
会

７
月	

平
成
27
年
度
法
定
講
習
講
師
研
修
会（
東
京
）

８
月	
「
会
報（
第
８
号
）」発
刊

	
鳥
取
県
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会（
法
定
講
習
）

９
月	

甲
種
防
火
管
理　

新
規
講
習（
82
名
参
加
）

	

危
険
物
取
扱
者
試
験　

準
備
講
習
会

	

（
乙
４　

35
名
、丙　

５
名
参
加
）

10
月	

消
火
競
技
会（
２
事
業
所
３
チ
ー
ム
参
加
）

	

防
災
管
理　

新
規
講
習（
17
名
参
加
）

11
月	

甲
種
防
火
管
理　

新
規
講
習（
62
名
参
加
）

12
月	

甲
種
防
火
管
理　

再
講
習（
44
名
参
加
）

１
月	

危
険
物
取
扱
者
試
験　

準
備
講
習
会

	

（
乙
４　

23
名
参
加
）

	

新
年
役
員
会

【
そ
の
他
】　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
活
動
協
力
、防
火
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
出

防
火
管
理
者
資
格
表
示
マ
ー
ク
作
成（
３
０
０
枚
）

会
務
中
間
報
告

　平成27年10月15日（木）に、境港市消防保安協会主催「第36回事業所対抗消火競技会」が境港消防署において開催
されました。
　当日は爽やかな秋晴れの中、境港消防署の皆様にご協力頂きながら全12チームが消火技術を競いました。当協会
からは２会員事業所より
３チームのご参加を頂き、
また、ご多忙の折にもか
かわらず大場副会長にご
臨席賜り、消火競技会を
盛り上げて頂きました。

【実務研修会実施概要】
　日時：平成28年３月８日（火）　
　場所：米子ワシントンホテルプラザ
　講師：濱子　訓志　氏（鳥取地方気象台　次長）
　内容：「大雨災害への対応について」

　平成28年３月８日（火）米子ワシントンホテルプラザにおいて、実
務研修会を開催し、講師に鳥取地方気象台の濱子氏を迎え「大雨災害への対応について」と題し講演を頂き
ました。
　特に栃木県、茨城県で起きた台風による大雨災害の話に熱心に聞き入っていました。
　講演会の後、地域での減災の必要性についてのDVDを使用した講習会を行い、　参加者は、改めて地域及
び事業所の防災に対する備えの重要性を感じていました。

消火競技会

新
年
役
員
会

平成27年度実務研修会
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土屋　貴史さん
　消火競技会への参加は今回が初めてでしたが、まずそのレベルの高さに驚きました。
　他のどの事業所様も動きが俊敏で、日ごろから防火・消火活動に対して高い意識を持って
おられることが感じられました。私どもは日頃LPガスという危険物を扱っています。
　昨今、機器の安全性向上に伴いLPガスが原因での事故は減少傾向にありますが、機器の
誤使用や耐用年数を過ぎての使用などでの事故は未だなくなっていません。
　今回、消火競技会では優勝という栄誉を頂くことが出来ましたが、これに満足すること
なく「まず出火させない」状況を作って維持していけるよう意識して、日々の業務に当たっ
ていきたいと思います。

堀尾　勝也さん
　消火競技大会のご招待有難うございました。
　短い時間での競技大会ではありましたが、とても濃い時間を過ごさせて頂きました。
　競技の内容で、実際に消火器や消火ホースを使い、各器具の重さ、消火活動の一連の動
作を身をもって勉強させていただき大変貴重な体験となりました。
　競技大会としての楽しみも十分に味わえることが出来ました。
　弊社でも危険物は常に取り扱うものなので、緊急時の対応では今回の体験を生かしたい
と思います。
　次回参加できる機会がありましたら、優勝を狙っていきますので、よろしくお願いします。
この度は貴重な体験ありがとうございました。

佐藤　渉さん
　消火競技会に参加させていただきありがとうございました。
　消火競技会で、できたら優勝したいなと思ってはいたけど、競技会が終わってみたら本当
に優勝することができて、本当にうれしかったです。今でもなんで優勝できたのかはわから

ないけど、とりあえず思いっきりやって良かったです。このことを活かして、何事にも全力でチャレンジしてみようかと思いま
す。あと、今回の競技会で放水ホースと消火器の使い方がわかったので、万がいち火災が発生した時に消火器やホースで放水して、
会社の人や家族を守れるよう、消火器と放水ホースがどこに置いてあるかを確認しておきたいです。最後に、今回の消火競技会
で優勝したので、また来年も優勝を目指していきたいです。本当に良い経験ができました。ありがとうございました。

宮本　拓磨さん
　消火競技会に参加し、初期消火、防火意識を高める事が出来ました。
　危険物を取り扱う企業の一員として、火災への意識を持つことは当たり前なのですが、

実際に競技として自分たちで取り組むことによって消火活動を経験できたことは大変勉強になりました。
　今回の競技では、多くのチームが参加していたのですが、チームによって消火のタイムにも予想以上に差がありました。「競
技なのでタイムは順位を決めるためのもの」と考えるのではなく、「実際の火災では、その数十秒が重要である」ということを肝
に銘じて、今後も火災への意識を高めていきたいと思います。

チーム名：松本油店Ｂ
タイム／順位：00：47.15　１位
出場者名：土屋貴史さん・佐藤　渉さん

チーム名：松本油店Ａ
タイム／／順位：00：48.96　２位
出場者名：堀尾勝也さん・宮本拓磨さん

　消火競技会への参加は、事業所における防火意識の高揚と初期消火技術の向上を図るだけでなく、米子・境港両協会の会員
事業所同士の交流にもつながり、非常に意義のある事業になったと思います。 本消火競技会を主催されました境港市消防保安
協会の関係各位の皆様をはじめ、境港消防署の皆様方のご尽力の下、無事執り行われましたことを心より御礼申し上げます。
　来年度はより多くの会員事業所の皆様のご参加をお待ちしております。

【株式会社松本油店】

消火競技会の結果と参加者の感想
【株式会社松本油店】

小林　祐次郎さん
　この度、米子瓦斯からは新人２名で参加させて頂きました。実際に炎を目の当たりにし
て緊張感に包まれる中、急ぎ消火したものの、他チームとは差がついてしまいました。今
回の競技会は消火までの時間を競うものですが、もしもあと10秒早く消火出来れば、あ
と10秒遅れていたら、実際の火災現場では大きく状況が変わるのではないでしょうか。
　今回の競技会を通じて、火災発生時における初期消火の重要性を認識する事が出来たも
のと思っております。今後は、社内の消火訓練等を通じて、社内全体での防火意識向上に
繋げて参ります。貴重な体験をさせて頂き、ありがとうございました。

石塚　智大さん
　今回の事業所対抗消火競技会は、初出場で雰囲気もわからなくとてもドキドキするもの
でした。競技要項よりどのような競技内容なのかを頭で何回もイメージし、競技に臨みま
したが、結果は11チーム中10位という残念な結果になってしまいました。
　消火液の入った消火器を抱えながら走ったり火を消すなど、そう簡単には体験できない

ようなことばかりで有意義な機会を与えていただきました。
　初期消火の必要性と瞬時に対応するべく技術を、この競技会を通じて学ぶことができました。火災を発生させないことは勿
論のことですが、万一の時に対処するべき判断ができるようになりたいと感じています。貴重な体験をさせて頂きありがとう
ございました。

チーム名：米子ガス
タイム／順位：順位：01：10.78　10位
出場者名：小林祐次郎さん・石塚　智大さん

【米子瓦斯株式会社】
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火災概況について火災概況について （平成27年１月～12月）火災概況について
　平成27年中の西部消防局管内の火災件数は、過去10年間をみると、76件を記録した平成22年以降増加傾
向となっていましたが、平成27年中の火災件数は94件と前年の124件に比べ30件（24％）の減少となりま
した。
　平成27年の死者は無く、過去10年間で最も少なくなりました。
　また、負傷者は10人で、前年より４人の減少となりました。負傷者のうち４人が65歳以上の高齢者の方で、
７人が消火の際の火傷です。
　住宅用火災警報器の設置義務化後、住宅用火災警報器が作動し早期に火災に気づいた事例、火災にいたら
なかった事例が年々増加しています。
　今後とも住民の皆様に対する日頃からの出火防止の啓発、万一火災が発生した場合に延焼拡大を防ぐため
の防炎製品の普及、初期消火の為の住宅用消火器の紹介、並びに住宅用火災警報器が未設置である住宅に対
する設置推進、適切な維持管理の周知及び経年劣化した住宅用火災警報器の交換の推進について広報活動を
していくことが重要と考えます。

★建物火災は火災全体の53％
　火災種別の構成比率をみますと、建物火災50件（53.0％）
と最も高い比率を占め、次いで、その他火災（草火災など）
が３７件（40.0％）、林野火災１件（1.0％）、車両火災５件
（5.0％）、船舶火災１件（1.0％）と続いています。なお、前
年に比べその他火災が25件の大幅な減少となりました。　

★出火原因は「たき火」「火入れ」が最も多い　
　出火原因は、「たき火」「火入れ」が共に11件と最も多く、
火気の取扱いの不注意や不始末から発生しています。

出火状況と出火原因

平成27年 平成26年 増減数

火
災
種
別

建物火災 50 53 ▲3

林野火災 1 1 ―

車両火災 5 8 ▲3

船舶火災 1 0 　1

その他火災 37 62 ▲25

火災件数（件） 94 124 ▲30

３月１日（火）〜３月７日（月）

春の火災予防運動が実施されました

無防備な  
　　心に火災が  

かくれんぼ

〜平成27年度　全国統一防火標語〜

　西部消防局では、春季全国火災予防運動に合わせ、様々な
防火行事が計画され、火災予防運動が実施されました。これ
からの季節は空気が乾燥し、強い風が吹き、火災が発生しや
すくなります。特に林野火災が発生する気象条件となります
ので、火の取り扱いには十分注意して下さい。
　当協会におきましても、防火・防災のための実務研修の開
催や住宅用火災警報器の普及及び啓発の事業を行っておりま
すが、会員事業所におかれましても従業員への防火教育を推
進して頂き、自主防火管理と火災発生防止に努めて下さい。
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取り扱う時は、必要な消火準備を行い、次のことに注意して正しい取扱いをお願いします。

　平成28年度各種試験・講習会日程が決まりました。詳細につきましては、下記実施要項またはホームペー
ジでご確認ください。

　危険物取扱者試験準備講習会（乙種第４類及び丙種）を開催いたします。
　なお、会員事業所の方は受講割引がありますので、詳細につきましては下記受講要項またはホームページ
でご確認ください。

平成28年度 各種試験・講習会日程

■準備講習会について

講習種別及び
講習回数 講　習　日 受付期間

（※講習会前日まで受付）
試　験　日 受講料

（会員）
受講料
（会員外）

テキスト代
（法令編・実務編・例題集）

乙種第４類
（定員100名）

第１回 ５月25日（水）・26日（木） ４月25日（月）～ ６月19日（日）

7,340円 11,340円 4,340円第２回 ９月27日（火）・28日（水） ８月26日（金）～ 10月16日（日）10月23日（日）

第３回 平成29年１月17日（火）・18日（水） 12月19日（月）～ 平成29年２月12日（日）

丙　　種
（定員30名）

第１回 ５月23日（月） ４月18日（月）～ ６月19日（日）
5,110円 6,610円 3,710円

第２回 ９月30日（金） ８月26日（金）～ 10月16日（日）

区分 試験日・試験種類 試験会場（予定） 受付期間・合格発表予定日

危
険
物
取
扱
者
試
験

第１回 ６月19日（日）
（甲種、乙種、丙種）

（東部）鳥取県庁
（中部）倉吉未来中心
（西部）・米子職業能力開発促進センター
　　　 ・米子コンベンションセンター

（書面申請）４月12日（火）～４月26日（火）
（電子申請）４月9日（土）～４月23日（土）
（合格発表予定日）７月11日（月）

第２回 10月16日（日）
（甲種、乙種、丙種）

（東部）鳥取県庁
（西部）・米子職業能力開発促進センター
　　　 ・米子コンベンションセンター

（書面申請）８月22日（月）～９月５日（月）
（電子申請）８月19日（金）～９月２日（金）
（合格発表予定日）11月７日（月）

第３回 10月23日（日）
（甲種、乙種、丙種） （中部）倉吉未来中心

（書面申請）８月22日（月）～９月５日（月）
（電子申請）８月19日（金）～９月２日（金）
（合格発表予定日）11月14日（月）

第４回 平成29年２月12日（日）（乙種）

（東部）鳥取県庁
（中部）倉吉体育文化会館
（西部）・米子職業能力開発促進センター
　　　・米子コンベンションセンター

（書面申請）12月８日（木）～ 12月22日（木）
（電子申請）12月５日（月）～ 12月19日（月）
（合格発表予定日）平成29年３月６日（月）

消
防
設
備
士
試
験

第１回
７月24日（日）

甲種（特類、1類～ 5類）
乙種（1類～ 7類）

（西部）米子コンベンションセンター
（書面申請）５月31日（火）～６月14日（火）
（電子申請）５月28日（土）～６月11日（土）
（合格発表予定日）８月29日（月）

第２回
７月31日（日）

甲種（特類、１類～５類）
乙種（１類～８類）

（東部）鳥取県庁
（書面申請）５月31日（火）～６月14日（火）
（電子申請）５月28日（土）～６月11日（土）
（合格発表予定日）９月５日（月）

第３回
11月20日（日）
甲種（1類、4類）

乙種（１類、４類、６類、７類）
（中部）倉吉体育文化会館

（書面申請）９月26日（月）～ 10月11日（火）
（電子申請）９月23日（金）～ 10月８日（土）
（合格発表予定日）12月26日（月）

◆平成28年度 危険物取扱者試験 準備講習会　※受講料はテキスト代を含みます。

◆平成28年度 危険物取扱者試験・消防設備士試験日程 ※危険物取扱者試験　準備講習会と危険物取扱者試験の申込先、受付期間は異なりますのでご注意ください。
（試験の受験申込先は、「一般財団法人 消防試験研究センター 鳥取県支部」です。）

平成27年度　危険物取扱者試験　結果報告
★第１回 ★第２回 ★第３回

乙４ 合格率 丙 合格率 乙４ 合格率 丙 合格率 乙４ 合格率 丙 合格率

講習受講者 46.2％ 100％ 36.4％ 80.0％ 31.6％ 試験なし

鳥取県平均 23.4％ 52.5％ 25.1％ 59.3％ 22.8％ 試験なし



第９号（6）平成28年３月 会　　　　　報

　西部消防局主催の防火管理等講習会につきましては、平成28年度も引き続き開催いたします。
　詳細につきましては下記受講要項またはホームページでご確認ください。

１　甲種防火管理新規講習（定員90名・テキスト代4,500円）

３　甲種防火管理再講習（定員90名 ・ テキスト代2,000円）

４　防火・防災管理再講習（定員90名 ・ テキスト代2,400円）

２　防災管理新規講習（定員90名 ・ テキスト代3,000円）

平成28年度  防火管理等講習会について

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 ５月12日（木）・13日（金） ４月12日～４月19日

第２回 ９月７日（水）・８日（木） ８月５日～８月12日

第３回 11月８日（火）・９日（水） 10月18日～10月25日

第４回 平成29年３月13日（月）・14日（火） 平成29年２月10日～２月17日

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 　12月７日（水） 11月９日～ 11月18日

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 　６月３日（金） ５月６日～５月13日

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 10月18日（火） ９月16日～９月26日

事務局よりお知らせ
★会費の納入について★
　平成27年度の会費につきまして、ご協力頂き誠に有難うございました。
　次年度の会費につきましては、定期総会終了後にご請求させていただきたく存じますが、お
振込やご持参等による納入が困難な場合につきましては、事務局員が集金に伺いますので、ご
一報願います。
　米子地区防火安全協会事務局　TEL：0859−35−1970（担当：古志）
　　●メ ー ル ア ド レ ス：y-fpsa@yonago-kyoukai.sakura.ne.jp
　　●ホームページアドレス：http://www.y-fpsa.jpn.org/

　

今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
事
業
が
、

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
無
事
実
施
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
継
続
し
て
ご
入
会
頂

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
昨
年
３
月
ま
で
消
防
局
の
職
員
で
し
た
が
、

ご
縁
が
あ
り
昨
年
４
月
よ
り
事
務
局
員
と
し
て
働

か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
初
何
も
わ
か

ら
な
い
状
態
で
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
当
協
会
の
会
員
の
皆

様
の
支
援
の
お
か
げ
で
、
何
と
か
年
度
末
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
方
の
た
め
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
協
会
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
会

員
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
、
身
に
な

る
も
の
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
も
火
の
取
扱
い
等
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
も
、
今
年
度

同
様
に
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
頂
き
、
事

業
等
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。（

事
務
局
　
古
志
）

編
集

後
記


